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文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
か
ら
忍
藩
主
と
な
っ
た

松
平
家
は
前
藩
主
の
阿
部
家
と
違
い
、「
武
門
」
に

重
き
を
置
い
た
大
名
で
す
。
松
平
家
の
初
代
松
平

忠た
だ
あ
き
ら明
は
徳
川
家
康
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
大
坂
の

陣
で
活
躍
し
、
大
坂
や
大や

ま
と
こ
お
り
や
ま

和
郡
山
、
姫
路
と
い
っ
た

西
国
の
重
要
拠
点
の
藩
主
を
務
め
ま
し
た
。
家
臣

団
も
役
人
中
心
だ
っ
た
阿
部
家
に
比
べ
て
、
軍
事

部
門
中
心
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
徳

川
家
の
一
族
か
ら
大
名
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
老

中
な
ど
幕
府
の
要
職
に
は
就
任
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
松
平
家
の
軍
事
力
が
幕
末
の
動
乱
の
な
か
で

幕
府
に
必
要
と
さ
れ
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

天
保
13
年
（
１
８
４
２
）、
幕
府
は
外
国
船
の
来

航
に
備
え
、
忍
藩
と
川
越
藩
に
江
戸
湾
の
沿
岸
警

備
を
命
じ
ま
し
た
。
忍
藩
の
管
轄
は
富ふ

っ
つ津
岬
か
ら

房
総
半
島
の
先
端

ま
で
で
、
現
地
の

陣
屋
や
遠
見
番
所

に
藩
士
が
派
遣
さ

れ
、
警
備
に
当
た

り
ま
し
た
。
嘉
永

６
年（
１
８
５
３
）

の
ペ
リ
ー
来
航
の

と
き
に
は
、
三
浦

半
島
の
浦
賀
に
上

陸
し
た
た
め
、
陸

上
の
警
備
は
川
越

藩
と
彦
根
藩
が
、

海
上
警
備
を
忍
藩

と
会
津
藩
が
担
当
し
ま
し
た
。
幕
府
は
ペ
リ
ー
の

再
来
に
備
え
て
品
川
沖
に
人
工
島
を
築
い
て
砲
台

を
設
置
し
、
警
備
を
そ
れ
ま
で
江
戸
湾
警
備
を
担

当
し
て
い
た
各
藩
に
割
り
当
て
ま
し
た
。
台
場
と

よ
ば
れ
る
こ
の
人
工
島
の
う
ち
、
三
番
台
場
の
警

備
を
忍
藩
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
は
将
軍
徳
川
家い

え
も
ち茂

上
洛
の
お
礼
と
京
都
警
備
の
た
め
、
藩
主
松
平

忠た
だ
ざ
ね誠
が
京
に
上
り
ま
し
た
。
元
治
元
年（
１
８
６
４
）

に
起
き
た
天て

ん

狗ぐ

党
の
乱
で
は
水
戸
へ
出
兵
し
、
後
に

天
狗
党
の
浪
士
１
２
０
人
を
預
か
り
忍
城
内
に
幽

閉
し
ま
し
た
。
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
に
徳
川

慶よ
し
の
ぶ喜
が
大
政
奉
還
を
す
る
と
松
平
忠
誠
は
軍
勢
を

連
れ
て
大
坂
に
入
り
ま
す
が
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

で
幕
府
軍
が
敗
北
す
る
と
、
江
戸
へ
戻
り
ま
し
た
。

藩
内
で
は
新
政
府
・
旧
幕
府
の
ど
ち
ら
に
つ
く
か
で

意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
開
城
に
決

ま
り
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
３
月
11

日
に
新
政
府
軍
が
忍
城
に
入
城
し
ま
し

た
。以
降
は
新
政
府
軍
に
組
み
込
ま
れ
、

北
関
東
や
南
東
北
を
転
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
い
の
最
中
、
前
藩
主
松
平
忠

国
が
死
去
し
、
病
気
療
養
中
だ
っ
た
藩

主
松
平
忠
誠
も
明
治
２
年
６
月
に
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
幕
末
の
動
乱
に

翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
た
二
人
の
藩
主
の
死
は
、
忍

藩
主
松
平
家
の
歴
史
が
大
き
な
転
換

を
迎
え
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）
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幕
末
の
動
乱
と
忍
藩

　10月16日、（社）行田青年会議所主催の忍城「どすこい！」フェスティバルが
開催されました。
　忍城址に特設された土俵で、市内の小学４年生から６年生までのわんぱく力士
が熱戦を繰り広げました。土俵際での攻防や体格差を感じさせない取組に、保護
者や観客から大きな声援や拍手が送られていました。

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。 環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

炮術形状図式
（安政４年  忍藩士の砲術の訓練を描いた絵巻物）

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　平
へい

成
せい

22年
ねん

７月
がつ

に結
けっ

成
せい

された「忍
おしじょう

城おもてなし甲
かっちゅうたい

冑隊」。行
ぎょうだ

田を
訪
おとず

れる観
かんこうきゃく

光客に、よりいっそう行
ぎょうだ

田の歴
れき

史
し

に親
した

しんでもらおうと、
戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

軍
ぐん

と対
たい

峙
じ

した成
なり

田
た

家
け

の勇
ゆう

猛
もう

果
か

敢
かん

な武
ぶしょう

将たちを
モデルにして結

けっ

成
せい

されたんだ。
　忍

おしじょうし

城址や郷
きょうどはくぶつかん

土博物館を中
ちゅうしん

心に、記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

や見
み

応
ごた

えのある演
えん

舞
ぶ

を
披
ひ

露
ろう

し「おもてなし」をしているよ。今
いま

まで行
おこな

った忍
おしじょうし

城址での記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

は約
やく

7,800回
かい

、演
えん

舞
ぶ

の披
ひ

露
ろう

は約
やく

150回
かい

というから、大
だい

活
かつ

躍
やく

だね。
　ぜひ、お友

とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に甲
かっちゅうたい

冑隊に会
あ

いに来
き

てくださいね。

忍
おし

城
じょう

おもてなし 甲
かっ

冑
ちゅう

隊
たい


